
中間報告書
第46期 2012.4.1　2012.9.30

＜製紙用薬品事業＞
　製紙業界におきましては、当期間の紙・板紙の国内生産
は1,290万トンと前年同期比1％の減少となりました。当社
グループは、国内市場、中国市場への差別化商品の売上増
加に努めましたが、当事業の売上高は、7,744百万円（前
年同期比4.5％減）となりました。
　利益面では、売上高は減少したものの、生産性向上・合理
化等により、営業利益は396百万円（前年同期比2.3％増）
となりました。

＜印刷インキ用・記録材料用樹脂事業＞
　印刷インキ業界におきましては、当期間の印刷インキの
国内生産は17万9千トンと前年同期比3％の減少となりま
した。当社グループにおいては、水性インキ用樹脂の売上
高は堅調に推移しましたが、オフセットインキ用樹脂の売
上高が減少しました。さらに、事務機器業界における世界
的な需要後退の影響を受け、記録材料用樹脂の売上高が減
少しました。その結果、当事業の売上高は、2,991百万円
（前年同期比14.8％減）となりました。
　利益面では、売上高の減少等により、営業利益は104百
万円（前年同期比51.1％減）となりました。

Segments Report

セグメント別の概況

株主メモ

事業年度

定時株主総会

基準日

株主名簿管理人

特別口座の
口座管理機関

郵便物送付先

（電話照会先）

毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月下旬

定時株主総会・期末配当�毎年3月31日
中間配当�毎年9月30日

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

〒168－0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電話　0120－782－031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び
全国各支店で行っております。

Corporate Data

会社概要（平成24年9月30日現在）

星光PMC株式会社
SEIKO PMC CORPORATION
〒103－0023
東京都中央区日本橋本町三丁目3番6号
ワカ末ビル8F
TEL（03）6202－7331（代表）
昭和43年1月23日
2,000,000,000円
製紙用薬品事業及び印刷インキ用、記録材料用樹脂事業
498名

（注） 従業員数には、中国子会社の就業人員数を含めており、嘱託、
パート等雇用契約につき期間の定めのある者は含んでおりません。

本　　　社　東京都中央区日本橋本町三丁目3番6号
研　究　所　岩井、千葉、市原、明石
営　業　所　東北、東京、富士、関西、明石、九州
駐在員事務所　上海
工　　　場　岩井、竜ヶ崎、千葉、静岡、明石、播磨、
　　　　　　水島
星光精細化工（張家港）有限公司
星悦精細化工商貿（上海）有限公司

商号

本社所在地

設立年月日
資本金
主な事業内容
従業員数

　
　

事業所

子会社

○�住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
　�　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　��　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の
口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

○�未払配当金の支払いについて
　�　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。



連結貸借対照表 （単位：百万円）

期　別

科　目
当第２四半期
（平成24年９月30日）

前第２四半期
（平成23年９月30日）

前期
（平成24年３月31日）

資産の部
流動資産 16,509 15,701 16,526
固定資産 9,655 10,683 9,910
　有形固定資産 8,719 9,487 8,857
　無形固定資産 113 148 131
　投資その他の資産 822 1,048 922
資産合計 26,164 26,385 26,437
負債の部
流動負債 6,413 6,348 6,681
固定負債 410 492 448
負債合計 6,823 6,840 7,129
純資産の部
株主資本 19,563 19,635 19,456
その他の包括利益累計額 △ 222 △ 90 △ 149
純資産合計 19,340 19,545 19,307
負債・純資産合計 26,164 26,385 26,437

連結損益計算書 （単位：百万円）

期　別

科　目
当第２四半期
自 平成24年４月 １ 日（ 至 平成24年９月30日 ）

前第２四半期
自 平成23年４月 １ 日（ 至 平成23年９月30日 ）

前期
自 平成23年４月 １ 日（ 至 平成24年３月31日 ）

売上高 10,736 11,623 22,716

売上原価 8,361 9,167 17,949

　売上総利益 2,374 2,455 4,766

販売費及び一般管理費 1,873 1,854 3,707

　営業利益 500 600 1,059

　経常利益 525 612 1,106

四半期（当期）純利益 334 362 349

　平素は格別のご支援を賜り誠にありがとうございます。
　さて、このたび第46期第2四半期連結累計期間（平成24年4月1日から平成24年9月30日まで）を終了いたしましたので、
当期間の事業概況をご報告申し上げます。
　当期間におけるわが国経済は、欧州経済低迷の深刻化・長期化、中国を始めとする新興国における経済成長の鈍化、更に円
高の定着もあり、景気は不透明感が強まりました。当社グループの主要販売先である製紙業界、印刷インキ業界及び事務機器
業界におきましても、世界的な景気停滞の影響を受け、厳しい経営環境が続きました。
　当社グループは、高品質化・生産性の向上や環境保護・省資源等、販売先業界の経営戦略に対応した差別化商品を市場に
投入し、売上増加に努めましたが、当期間の売上高は10,736百万円（前年同期比7.6％減）となりました。
　利益面では、生産性向上・合理化に努めましたが、売上高の減少等により、営業利益は500百万円（前年同期比16.7％減）、
経常利益は525百万円（同14.2％減）、四半期純利益は334百万円（同7.6％減）となりました。
　第3四半期以降における販売先業界の需要見込みに基づき平成24年5月9日に公表した通期連結業績予想の売上高を1,890
百万円減の21,740百万円、営業利益を230百万円減の1,260百万円、経常利益を240百万円減の1,320百万円、当期純利益
を220百万円減の840百万円に修正しております。
　配当金につきましては、一株当たり中間配当6円、期末配当6円、合計年間配当12円を予想しております。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成24年12月

代表取締役社長
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To Our Shareholders

株主の皆様へ

Financial Highlights

決算ハイライト

Consolidated Financial Statements

連結財務諸表



中間報告書
第46期 2012.4.1　2012.9.30

＜製紙用薬品事業＞
　製紙業界におきましては、当期間の紙・板紙の国内生産
は1,290万トンと前年同期比1％の減少となりました。当社
グループは、国内市場、中国市場への差別化商品の売上増
加に努めましたが、当事業の売上高は、7,744百万円（前
年同期比4.5％減）となりました。
　利益面では、売上高は減少したものの、生産性向上・合理
化等により、営業利益は396百万円（前年同期比2.3％増）
となりました。

＜印刷インキ用・記録材料用樹脂事業＞
　印刷インキ業界におきましては、当期間の印刷インキの
国内生産は17万9千トンと前年同期比3％の減少となりま
した。当社グループにおいては、水性インキ用樹脂の売上
高は堅調に推移しましたが、オフセットインキ用樹脂の売
上高が減少しました。さらに、事務機器業界における世界
的な需要後退の影響を受け、記録材料用樹脂の売上高が減
少しました。その結果、当事業の売上高は、2,991百万円
（前年同期比14.8％減）となりました。
　利益面では、売上高の減少等により、営業利益は104百
万円（前年同期比51.1％減）となりました。

Segments Report

セグメント別の概況

株主メモ

事業年度

定時株主総会

基準日

株主名簿管理人

特別口座の
口座管理機関

郵便物送付先

（電話照会先）

毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月下旬

定時株主総会・期末配当�毎年3月31日
中間配当�毎年9月30日

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

〒168－0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電話　0120－782－031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び
全国各支店で行っております。

Corporate Data

会社概要（平成24年9月30日現在）

星光PMC株式会社
SEIKO PMC CORPORATION
〒103－0023
東京都中央区日本橋本町三丁目3番6号
ワカ末ビル8F
TEL（03）6202－7331（代表）
昭和43年1月23日
2,000,000,000円
製紙用薬品事業及び印刷インキ用、記録材料用樹脂事業
498名

（注） 従業員数には、中国子会社の就業人員数を含めており、嘱託、
パート等雇用契約につき期間の定めのある者は含んでおりません。

本　　　社　東京都中央区日本橋本町三丁目3番6号
研　究　所　岩井、千葉、市原、明石
営　業　所　東北、東京、富士、関西、明石、九州
駐在員事務所　上海
工　　　場　岩井、竜ヶ崎、千葉、静岡、明石、播磨、
　　　　　　水島
星光精細化工（張家港）有限公司
星悦精細化工商貿（上海）有限公司

商号

本社所在地

設立年月日
資本金
主な事業内容
従業員数

　
　

事業所

子会社

○�住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
　�　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　��　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の
口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

○�未払配当金の支払いについて
　�　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。



連結貸借対照表 （単位：百万円）

期　別

科　目
当第２四半期
（平成24年９月30日）

前第２四半期
（平成23年９月30日）

前期
（平成24年３月31日）

資産の部
流動資産 16,509 15,701 16,526
固定資産 9,655 10,683 9,910
　有形固定資産 8,719 9,487 8,857
　無形固定資産 113 148 131
　投資その他の資産 822 1,048 922
資産合計 26,164 26,385 26,437
負債の部
流動負債 6,413 6,348 6,681
固定負債 410 492 448
負債合計 6,823 6,840 7,129
純資産の部
株主資本 19,563 19,635 19,456
その他の包括利益累計額 △ 222 △ 90 △ 149
純資産合計 19,340 19,545 19,307
負債・純資産合計 26,164 26,385 26,437

連結損益計算書 （単位：百万円）

期　別

科　目
当第２四半期
自 平成24年４月 １ 日（ 至 平成24年９月30日 ）

前第２四半期
自 平成23年４月 １ 日（ 至 平成23年９月30日 ）

前期
自 平成23年４月 １ 日（ 至 平成24年３月31日 ）

売上高 10,736 11,623 22,716

売上原価 8,361 9,167 17,949

　売上総利益 2,374 2,455 4,766

販売費及び一般管理費 1,873 1,854 3,707

　営業利益 500 600 1,059

　経常利益 525 612 1,106

四半期（当期）純利益 334 362 349

　平素は格別のご支援を賜り誠にありがとうございます。
　さて、このたび第46期第2四半期連結累計期間（平成24年4月1日から平成24年9月30日まで）を終了いたしましたので、
当期間の事業概況をご報告申し上げます。
　当期間におけるわが国経済は、欧州経済低迷の深刻化・長期化、中国を始めとする新興国における経済成長の鈍化、更に円
高の定着もあり、景気は不透明感が強まりました。当社グループの主要販売先である製紙業界、印刷インキ業界及び事務機器
業界におきましても、世界的な景気停滞の影響を受け、厳しい経営環境が続きました。
　当社グループは、高品質化・生産性の向上や環境保護・省資源等、販売先業界の経営戦略に対応した差別化商品を市場に
投入し、売上増加に努めましたが、当期間の売上高は10,736百万円（前年同期比7.6％減）となりました。
　利益面では、生産性向上・合理化に努めましたが、売上高の減少等により、営業利益は500百万円（前年同期比16.7％減）、
経常利益は525百万円（同14.2％減）、四半期純利益は334百万円（同7.6％減）となりました。
　第3四半期以降における販売先業界の需要見込みに基づき平成24年5月9日に公表した通期連結業績予想の売上高を1,890
百万円減の21,740百万円、営業利益を230百万円減の1,260百万円、経常利益を240百万円減の1,320百万円、当期純利益
を220百万円減の840百万円に修正しております。
　配当金につきましては、一株当たり中間配当6円、期末配当6円、合計年間配当12円を予想しております。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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代表取締役社長
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To Our Shareholders

株主の皆様へ

Financial Highlights

決算ハイライト

Consolidated Financial Statements

連結財務諸表



連結貸借対照表 （単位：百万円）

期　別

科　目
当第２四半期
（平成24年９月30日）

前第２四半期
（平成23年９月30日）

前期
（平成24年３月31日）

資産の部
流動資産 16,509 15,701 16,526
固定資産 9,655 10,683 9,910
　有形固定資産 8,719 9,487 8,857
　無形固定資産 113 148 131
　投資その他の資産 822 1,048 922
資産合計 26,164 26,385 26,437
負債の部
流動負債 6,413 6,348 6,681
固定負債 410 492 448
負債合計 6,823 6,840 7,129
純資産の部
株主資本 19,563 19,635 19,456
その他の包括利益累計額 △ 222 △ 90 △ 149
純資産合計 19,340 19,545 19,307
負債・純資産合計 26,164 26,385 26,437

連結損益計算書 （単位：百万円）

期　別

科　目
当第２四半期
自 平成24年４月 １ 日（ 至 平成24年９月30日 ）

前第２四半期
自 平成23年４月 １ 日（ 至 平成23年９月30日 ）

前期
自 平成23年４月 １ 日（ 至 平成24年３月31日 ）

売上高 10,736 11,623 22,716

売上原価 8,361 9,167 17,949

　売上総利益 2,374 2,455 4,766

販売費及び一般管理費 1,873 1,854 3,707

　営業利益 500 600 1,059

　経常利益 525 612 1,106

四半期（当期）純利益 334 362 349

　平素は格別のご支援を賜り誠にありがとうございます。
　さて、このたび第46期第2四半期連結累計期間（平成24年4月1日から平成24年9月30日まで）を終了いたしましたので、
当期間の事業概況をご報告申し上げます。
　当期間におけるわが国経済は、欧州経済低迷の深刻化・長期化、中国を始めとする新興国における経済成長の鈍化、更に円
高の定着もあり、景気は不透明感が強まりました。当社グループの主要販売先である製紙業界、印刷インキ業界及び事務機器
業界におきましても、世界的な景気停滞の影響を受け、厳しい経営環境が続きました。
　当社グループは、高品質化・生産性の向上や環境保護・省資源等、販売先業界の経営戦略に対応した差別化商品を市場に
投入し、売上増加に努めましたが、当期間の売上高は10,736百万円（前年同期比7.6％減）となりました。
　利益面では、生産性向上・合理化に努めましたが、売上高の減少等により、営業利益は500百万円（前年同期比16.7％減）、
経常利益は525百万円（同14.2％減）、四半期純利益は334百万円（同7.6％減）となりました。
　第3四半期以降における販売先業界の需要見込みに基づき平成24年5月9日に公表した通期連結業績予想の売上高を1,890
百万円減の21,740百万円、営業利益を230百万円減の1,260百万円、経常利益を240百万円減の1,320百万円、当期純利益
を220百万円減の840百万円に修正しております。
　配当金につきましては、一株当たり中間配当6円、期末配当6円、合計年間配当12円を予想しております。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成24年12月

代表取締役社長
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＜製紙用薬品事業＞
　製紙業界におきましては、当期間の紙・板紙の国内生産
は1,290万トンと前年同期比1％の減少となりました。当社
グループは、国内市場、中国市場への差別化商品の売上増
加に努めましたが、当事業の売上高は、7,744百万円（前
年同期比4.5％減）となりました。
　利益面では、売上高は減少したものの、生産性向上・合理
化等により、営業利益は396百万円（前年同期比2.3％増）
となりました。

＜印刷インキ用・記録材料用樹脂事業＞
　印刷インキ業界におきましては、当期間の印刷インキの
国内生産は17万9千トンと前年同期比3％の減少となりま
した。当社グループにおいては、水性インキ用樹脂の売上
高は堅調に推移しましたが、オフセットインキ用樹脂の売
上高が減少しました。さらに、事務機器業界における世界
的な需要後退の影響を受け、記録材料用樹脂の売上高が減
少しました。その結果、当事業の売上高は、2,991百万円
（前年同期比14.8％減）となりました。
　利益面では、売上高の減少等により、営業利益は104百
万円（前年同期比51.1％減）となりました。

Segments Report

セグメント別の概況

株主メモ

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

基 準 日

株主名簿管理人

特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関

郵 便 物 送 付 先

（ 電 話 照 会 先 ）

毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月下旬

定時株主総会・期末配当� 毎年3月31日
中間配当� 毎年9月30日

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

〒168－0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電話　0120－782－031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び
全国各支店で行っております。

Corporate Data

会社概要（平成24年9月30日現在）

星光PMC株式会社
SEIKO PMC CORPORATION
〒103－0023
東京都中央区日本橋本町三丁目3番6号
ワカ末ビル8F
TEL（03）6202－7331（代表）
昭和43年1月23日
2,000,000,000円
製紙用薬品事業及び印刷インキ用、記録材料用樹脂事業
498名

（注） 従業員数には、中国子会社の就業人員数を含めており、嘱託、
パート等雇用契約につき期間の定めのある者は含んでおりません。

本　　　社　東京都中央区日本橋本町三丁目3番6号
研　究　所　岩井、千葉、市原、明石
営　業　所　東北、東京、富士、関西、明石、九州
駐在員事務所　上海
工　　　場　岩井、竜ヶ崎、千葉、静岡、明石、播磨、
　　　　　　水島
星光精細化工（張家港）有限公司
星悦精細化工商貿（上海）有限公司

商 号

本 社 所 在 地

設 立 年 月 日
資 本 金
主 な 事 業 内 容
従 業 員 数

　
　

事 業 所

子 会 社

○�住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
　�　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　��　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の
口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

○�未払配当金の支払いについて
　�　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。


